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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月26日(2008.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池本体と、燃料源であるアルコールの貯蔵タンクと、該貯蔵タンクに燃料ポンプ
を介して連結され、アルコールと水を含む燃料を前記燃料電池本体に供給する混合タンク
と、前記燃料ポンプの動作を制御して燃料電池出力を制御する制御手段を有し、外部機器
の制御回路に接続され、前記外部機器を駆動する燃料電池システムであって、
　当該燃料電池システムは、前記外部機器の負荷変動によらず、燃料電池本体からの出力
電流を一定に維持する回路手段を有し、
　前記制御手段は、燃料電池本体の温度および出力電圧に基づいて、前記燃料ポンプの動
作を制御することを特徴とする燃料電池システム。
【請求項２】
　燃料電池本体と、燃料源であるアルコールの貯蔵タンクと、該貯蔵タンクに燃料ポンプ
を介して連結され、アルコールと水を含む燃料を前記燃料電池本体に供給する混合タンク
と、前記燃料ポンプの動作を制御して燃料電池出力を制御する制御手段を有し、外部機器
の制御回路に接続され、前記外部機器を駆動する燃料電池システムであって、
　当該燃料電池システムは、前記外部機器の負荷変動によらず、燃料電池本体からの出力
電圧を一定に維持する回路手段を有し、
　前記制御手段は、燃料電池本体の温度および出力電流に基づいて、前記燃料ポンプの動
作を制御することを特徴とする燃料電池システム。
【請求項３】
　前記出力電流を一定に維持する回路手段は、定電流装置と蓄電装置で構成され、定電流
装置は、燃料電池本体の出力側から見て最上流側に、前記外部機器の制御回路と直列に燃
料電池本体と接続され、蓄電装置は、定電流装置を介して燃料電池側から供給される電流
と蓄電装置からの電流が合流して、前記外部機器の制御回路に供給されるよう燃料電池本
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体と並列に接続されることを特徴とする請求項１に記載の燃料電池システム。
【請求項４】
　前記出力電流を一定に維持する回路手段は、電流センサー、蓄電装置および電流制御装
置で構成され、電流センサーは、燃料電池本体の出力側から見て最上流側に、前記外部機
器の制御回路と直列に接続され、蓄電装置は、電流センサーを介して燃料電池側から供給
される電流と蓄電装置からの電流が合流して、前記外部機器の制御回路に供給されるよう
燃料電池本体と並列に接続され、電流制御装置は、蓄電装置と直列に、燃料電池出力側か
ら見て蓄電装置よりも上流側に接続され、電流センサーからの電流信号に応じて、蓄電装
置の充放電量を制御することを特徴とする請求項１に記載の燃料電池システム。
【請求項５】
　さらに、蓄電装置からの放電電流を電流制御装置からバイパスさせるダイオードを有す
ることを特徴とする請求項４に記載の燃料電池システム。
【請求項６】
　前記出力電圧を一定に維持する回路手段は、電流センサー、蓄電装置および電流制御装
置で構成され、電流センサーは、燃料電池本体の出力側から見て最上流側に、前記外部機
器の制御回路と直列に接続され、蓄電装置は、電流センサーを介して燃料電池側から供給
される電流と蓄電装置からの電流が合流して、前記外部機器の制御回路に供給されるよう
燃料電池本体と並列に接続され、電流制御装置は、蓄電装置と直列に、燃料電池出力側か
ら見て蓄電装置よりも上流側に接続され、燃料電池本体の出力電圧に応じて、蓄電装置の
充放電量を制御することを特徴とする請求項２に記載の燃料電池システム。
【請求項７】
　さらに、蓄電装置からの放電電流を電流制御装置からバイパスさせるダイオードを有す
ることを特徴とする請求項６に記載の燃料電池システム。
【請求項８】
　前記制御手段は、所定の時間間隔で、電流制御装置を短絡させることを特徴とする請求
項５または７に記載の燃料電池システム。
【請求項９】
　定電流装置と並列に接続されるスイッチ回路を有し、前記制御手段は、所定の時間間隔
でスイッチ回路を閉じ、定電流装置とスイッチ回路側で燃料電池本体からの電流の流れを
切り替えることを特徴とする請求項３に記載の燃料電池システム。
【請求項１０】
　前記制御手段は、所定の時間間隔で定電流装置を短絡させることを特徴とする請求項３
に記載の燃料電池システム。
【請求項１１】
　前記蓄電装置は二次電池であることを特徴とする請求項３乃至１０のいずれかに記載の
燃料電池システム。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか一つに記載の燃料電池システムを備える電子機器。
【請求項１３】
　請求項１乃至１１のいずれか一つに記載の燃料電池システムを備える画像形成装置。


	header
	written-amendment

